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1.「ハートフルブック」サービスの背景～LL ブック出版の現状～ 

LL ブックとは、知的障害者を主な読者対象として、彼らの読書の特性をふまえて作ら

れる図書の総称である。グローバル化や高齢化の進展とともに、母語を異にする人や認知

症のある高齢者への提供ニーズも高まっている。必ずしも明確な定義があるわけではない

が、やさしく書かれた文章、文章の内容を示すピクトグラム（絵記号）、写真やイラストな

どの組み合わせで構成されていることが多い（図 1）。 

LL ブックの LL とは、スウェーデン語の Lättläst の略で、“やさしくてわかりやすい”

という意味である。英語圏では、easy-to-read や easy-to-understand と呼ばれている。青

年期以降の人々のニーズにあった情報をやさしく、わかりやすく提供しようとするもので、

乳幼児や児童といった子どもを読者対象とした絵本などとは異なる。 

ノーマライゼーション社会を実現するためには知的障害者も日常生活や社会生活、余暇

などで必要となる情報を自ら得られるようにしなければならないとの考えのもと、1968

年にスウェーデンで LL ブックの出版が始まった。スウェーデンでは、毎年 30 タイトル程

度の LL ブックが出版されている。スウェーデン以外の欧米諸国でも一定数の LL ブック

（easy-to-read、easy-to-understand）の出版がなされており、市販されるだけでなく、

公共図書館には LL ブックを集めた棚やコーナーを設けるところも少なくない。 

 ノーマライゼーションの考え方は、「障害者の権利に関する条約」（日本政府は 2014 年 1

月に批准）のベースにもなっている。この条約を受けて、2016 年 4 月には行政機関等に

障害者への「合理的配慮」の提供を義務づけた「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が施行されており、日本でも LL ブックに対

するニーズは高まってきている。 

しかしながら、日本国内における LL ブックの出版・流通は、まだ少ない。LL ブックを

副題やシリーズ名に明示して国内で出版されるようになるのは、2000 年代に入ってからで



ある。しかし、報告者らの調査では、2018 年 9 月現在でも、LL ブックを明示して市販さ

れている作品は 16 タイトル、非売の作品が 9 タイトルに過ぎない（表 1）。 

もちろん、LL ブックという明示はないものの、その内容面で LL ブックに相当するよう

な作品も存在する（例えば、全日本手をつなぐ育成会が発行していた「自立生活ハンドブ

ック」シリーズなど）。しかし、それも、あわせて 70 タイトルに満たない数である。 

 こうした現状にあって、報告者の研究室では 2012 年度からゼミナール活動として LL

ブックを制作し、希望する公共図書館や学校図書館、福祉施設等に寄贈する取り組みを開

始した。知的障害者や特別支援学校の教員にも意見をうかがいながら、ニーズのあるテー

マを選び、学生が主体的に取材、執筆、編集を行い、LL ブックを完成させていく。この

過程では、テーマに応じて、鉄道会社、化粧品メーカー、動物園など多くの企業・団体に

協力いただいた。これまでに『タカとハルの江の島のたび～小田急ロマンスカーにのって

～』『はじめてのメイク』『パンケーキをつくろう！』『どうぶつえんに行こう！』の 4 作

品を発行している。 

 

 

 

            （野口研究室で制作した『タカとハルの江の島のたび』（2013 年）の 1 ページ） 

       

  図 1  LL ブックの例 

 

 



     表 1 日本国内で LL ブックを明示して発行された作品一覧 

                                 （2018 年 9 月現在） 

 

 

2.「ハートフルブック」サービス開始までの経緯 

 前述のような研究室での取り組みを進めるなかで、2015 年に産学プロジェクトに参画す

る機会を得た。もともとは、学内の別の研究室と（株）光和コンピューター、欧文印刷（株）

によるオンデマンド出版に関する研究プロジェクトであったが、LL ブックの制作はまさ

にオンデマンド出版が適しているのではないかとのことで、声をかけていただいた。 

書名 著者等 出版者 出版年

山頂にむかって
スティーナ・アンディション　文
/エバ・べーンリード　写真/藤
澤和子　監修/寺尾三郎　訳

愛育社 2002年

リーサのたのしい一日
マーツ・フォーシュ　文/エリ
ア・レンピネン　写真/藤澤和
子　監修/寺尾三郎　訳

愛育社 2002年

ひろみとまゆこの2人だけのがいしゅつ―バスにのってまちまで―
内田由美　作/西矢育子　絵/
大阪府立金剛コロニー　監修

清風堂書店出版部 2006年

赤いハイヒール～ある愛のものがたり～
ロッタ・ソールセン　作/ビョー
ン・アーベン　撮影/中村冬美
訳

日本障害者リハビリテーショ
ン協会

2006年

ら．クック（障害のある人向けのわかりやすい料理本） 神みよ子/杉田賢治　写真 Ｓプランニング 2007年

わたしのかぞく―なにが起こるかな？―
LLブック（やさしく読める本）制
作グループ　編

樹村房 2015年

ぼくの家はかえで荘
小林美津江　文/近藤優衣
絵/酒井博文　写真

埼玉福祉会 2016年

アサガオをそだてよう
あかぎかんこ　作/ふじいひで
み　写真

埼玉福祉会 2016年

セミがうまれたよ
あかぎかんこ　作/きたじまひ
でお　写真

埼玉福祉会 2016年

さんびきのこぶた
あかぎかんこ　作/なかがわ
だいすけ　絵

埼玉福祉会 2016年

地震がきたらどうすればいいの？ あかぎかんこ作/mitty　絵 埼玉福祉会 2016年

ぶんぶくちゃがま
あかぎかんこ　作/なかがわ
だいすけ　絵

埼玉福祉会 2017年

はつ恋
藤澤和子・川崎千加・多賀谷
津也子　企画・編集・制作

樹村房 2017年

美しくなりたい　あなたへ
バーバラ・エナンデル著/藤澤
和子文・監修/寺尾三郎訳

埼玉福祉会 2017年

クッキーづくりの仕事―洋美さんの1日―（仕事に行ってきます①）
季刊『コトノネ』編集部文/藤
井克徳・野口武悟監修

埼玉福祉会 2018年

動物園で、そうじの仕事（仕事に行ってきます②）
季刊『コトノネ』編集部文/大
垣勲男・野口武悟監修

埼玉福祉会 2018年

赤いハイヒール～ある愛のものがたり～LLマンガ版
ロッタ・ソールセン　作/都留
泰作　マンガ/LLマンガ研究

LLマンガ研究会 2011年

はつ恋―LL写真ブック― 藤澤和子　企画・監修 藤澤和子 2012年

タカとハルの江の島のたび～小田急ロマンスカーにのって～
市川貴祐・小貫智晴　文/溝
井智大　写真/野口武悟　監

専修大学アクセシブルメディ
ア研究会

2013年

わたしのかぞく：LL写真ブック
藤澤和子・多賀谷津也子・川
崎千加　編

LLブック制作グループ 2014年

はじめてのメイク
加登美有・堀内青空　文/金
城克志　写真/野口武悟　監

専修大学アクセシブルメディ
ア研究会

2014年

パンケーキをつくろう！
佐々木梨乃・三輪姫乃　文・
絵/山崎高志　写真/野口武
悟　監修

専修大学アクセシブルメディ
ア研究会

2015年

どうぶつえんに行こう！
平山千晴　文/富山知邑　絵/
謝文芝　写真/野口武悟　監
修

専修大学文学部野口研究室
×DOD出版センター合同プロ
ジェクト

2016年

やさしいぼうさい
岡田真帆・諸橋穂乃佳・安井
春香　文・写真/野口武悟　監

日本障害者リハビリテーショ
ン協会

2016年

ひとりでせんたく！～知ってる？　せんたく絵ひょうじ～
小池夏妃・成田早織・盛晏奈
作/小池夏妃　絵/成田早織
写真/野口武悟　監修

日本障害者リハビリテーショ
ン協会

2016年

*非売のタイトルは，公共図書館等にの無償頒布
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る。この点を意識して、今後もセミナーや研修会の開催を検討・企画していきたい。あわ

せて、「ハートフルブック」の認知度もまだ高くないので、多くの人にこのサービスを知っ

てもらうべく、PR にも取り組んでいきたい。 

 現在、「読書バリアフリー法」（仮）の制定を求める機運が高まっている。LL ブックな

どの“やさしくてわかりやすい”情報提供を必要としている人々の読書バリアフリーに少

しでも貢献できるよう、今後も「ハートフルブック」サービスの一層の充実を図っていき

たい。ぜひ、こんなコンテンツや機能がほしいという要望や意見を寄せていただけると幸

いである。 

 

 

       図 5 「ハートフルブック」の「作る」のページ 
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